◆◇◆就学・修学保障制度の充実を求める請願書◇◆◇

　　　　　　　　　　　　　　　　

衆議院議長　様

参議院議長　様

請　願　趣　旨

経済の急激な悪化により、失業者が増大しています。また、年収200万円以下の労働者は1,000万人を超え、生活保護基準以下で暮らすワーキングプアなども増加しています。家庭の所得の違いによって、子どもたちの学力や進路などに影響がでないための就学・修学保障制度の充実が重要となっています。

自治体が行う就学援助制度は、国による補助金廃止や地方財政の悪化などの影響により、対象となるための所得要件を厳しくしたり、援助金額の引き下げなどが進行しています。また、中学校夜間学級では、様々な事情により学齢期に義務教育を受ける権利を奪われた生徒が学んでいますが、学齢を超えた生徒には就学援助制度が適用されていないために経済的理由により就学が困難となるケースが多くあります。

また、高校・大学は授業料も高く、全ての生徒・学生に学びの機会を保障するためには、高校授業料の無償化に向け減免措置制度の拡充や、貸与ではない給付による奨学金制度を整備すべきです。

教育の機会均等と学びを保障するための就学・修学保障制度の充実を強く求めます。

請　願　項　目

１．就学援助制度の充実と自治体間格差を是正するため、国として十分な財源確保を行うこと。

２．中学校夜間学級など学齢を超えた生徒にも就学援助制度が適用されるよう関係法令を改正すること。
３．高校無償化の実現に向けて検討を行うこと。当面、授業料減免措置の制度を拡充すること。また、奨学金制度を拡充すること。
４．大学・高専の学費の引き下げを検討すること。また、奨学金に返済を必要としない給付制を導入するなど奨学金制度の充実を図ること。
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（署名はボールペンまたはサインペンでお願いします。）

個人情報保護について

· 請願署名のとりくみは「個人情報の保護に関する法律」には抵触しません。

· 署名用紙に記入された名前・住所は、請願として国会に提出する目的以外に使用することはありません。
署名集約先
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〒101-0003　東京都千代田区一ツ橋2-6-2日本教育会館　TEL03-3265-2171
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